日本生物物理学会北海道支部会

講演会のお知らせ
日時：2006年11月1日（火）15:00〜
場所：理学部2号館5階2-507号室
講師：須藤　雄気　博士研究員
所属：テキサス大学ヒューストン校
演題：イオンポンプと光センサーの機能を決めるもの：

相互機能変換からわかること、わからないこと
講演概要　　

生物は、光をエネルギー源、もしくは情報伝達源として利用する。
最近我々は、光エネルギー変換を司る蛋白質と、光情報変換を司る蛋白質と間で相互機能変換を実現することに成功した1),2)。講演ではこれまでの知見と併せ、機能変換から「わかっ たこと」、「わからなかったこと」について議論する。
[1] Sudo, Y., et al. (2006) JBC 
[2] Sudo, Y., and Spudich, J.L. (2006) PNAS
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